
年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

オリエンテーション　　授業内容について

授業の

方法

第

1

回

講

義

形

式

授業の

方法
内　　　容

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

身じたくに関した根拠が理解することができるようになる

各コマに

おける

授業予定

自立に向けた身じたくの介護　　　身じたくの流れ、介助のポイント

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

利用者の身じたくの介助の方法を理解することができるようになる

各コマに

おける

授業予定

自立に向けた身じたくの介助

①利用者の状態に応じた身じたくの介助

洗顔・整髪・ひげ爪の介助ポイント

石浦　敬子
実務経験と

その関連資格
介護福祉士として障害者施設に10年勤務

科  目  名

介護福祉学科

生活支援技術Ⅱ

科　目　区　分

最新介護福祉士養成講座　生活支援技術Ⅰ・Ⅱ

自立に向けた介護のポイントをAＤＬ（日常生活動作）から理解し、利用者にあった介護方法を実践できるように学ぶ。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年生 教室名

生活支援技術の演習と関連しているので福祉用具は確実に用途方法を理解する

担 当 教 員

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第

5

回

第

2

回

第

3

回

内　　　容

生活支援技術Ⅱの演習と関連性があることを理解することができるよう

になる

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

利用者の身じたくの介助の方法を理解することができるようになる

2020

専門分野 授業の方法 講義

授業時数(単位数)必修

自立に向けた用具、道具を授業前に教科書で確認する。

定期試験70％　　レポート20％　　態度・発表10％

第

4

回
各コマに

おける

授業予定

②利用者の状態に応じた身じたくの介助・耳・化粧・口腔ケアのポイン

ト

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

衣服のもつ役割・衛生管理、介助の視点の理解ができるようになる

各コマに

おける

授業予定

③利用者の状態に応じた身じたくの介助　衣服の着脱　介助のポイン

ト

身じたくの介護における多職種との連携



講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立に向けた介護のポイントを理解することができる

各コマに

おける

授業予定

まとめと試験対策

各コマに

おける

授業予定

心身の状態・状況に応じた適切な介助方法を学ぶ

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立に向けた食事の介護について理解することができる

各コマに

おける

授業予定

誤嚥予防のための支援　口腔ケア

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

食事の介護における多職種との連携について理解することができる

各コマに

おける

授業予定

食事の介護における多職種連携の必要性について

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立した移動の流れを理解することができるようになる

各コマに

おける

授業予定

自立に向けた移動の介護

①利用者の状態に応じた移動の介助

介助のポイント移動移乗における基本的な視点

第

15

回

関連科目の教科書読み

専門用語の下調べ

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立した移動の流れを理解することができるようになる

各コマに

おける

授業予定

第

6

回

第

7

回

最新介護福祉士

生活支援技術Ⅰｐ

82～191②利用者の状態に応じた移動の介助　　介助のポイント

第

8

回

最新介護福祉士

生活支援技術Ⅰｐ

82～191

第

9

回

最新介護福祉士

生活支援技術Ⅰｐ

82～191

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

安楽な姿勢・体位に必要な介助について予防の方法を理解すること

ができるようになる

各コマに

おける

授業予定

③利用者の状態に応じた移動の介助

安楽な姿勢・体位を保持する介助・道具・用具・車椅子の構造

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

福祉用具について知り、移動の介護に、活用できるようになる

各コマに

おける

授業予定

④利用者の状態に応じた移動の介助

車椅子の介助実際移動・種類・リフトについて

第

10

回

最新介護福祉士

生活支援技術Ⅰｐ

82～191

第

11

回

最新 介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書読み

専門用語の下調べ

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

利用者が安定して歩けるように支援し、必要時道具・用具を提供する

ことができるようになる

各コマに

おける

授業予定

④利用者の状態に応じた移動の介助　歩行の介助・道具・用具

多職種との連携

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

利用者の尊厳を考え食事の介護ができるように留意点を理解すること

が出来るようになる

各コマに

おける

授業予定

食事の意義と目的　自立した食事のあり方について学ぶ

第

14

回

最新 介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書読み

専門用語の下調べ

第

12

回

最新 介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書読み

専門用語の下調べ

第

13

回

最新 介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書読み

専門用語の下調べ

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立に向けた食事の介護について理解することができる



年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2020

学        科 介護福祉学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

対 象 学 年 1年生 学期及び曜時限 教室名

講義

科  目  名 生活支援技術Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

最新介護福祉士養成講座　生活支援技術Ⅰ・Ⅱ

自立に向けた用具、道具を授業前に教科書で確認する。

生活支援技術の演習と関連しているので福祉用具は確実に用途方法を理解する

授業の

方法
内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習

の具体的な内容

担 当 教 員 石浦　敬子
実務経験と

その関連資格
介護福祉士として障害者施設に10年勤務

自立に向けた介護のポイントをAＤＬ（日常生活動作）から理解し、利用者にあった介護方法を実践できるように学ぶ。

定期試験70％　　レポート20％　　態度・発表10％

第

16

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

清潔保持が、生活にどのような影響と意義をもつのかを理解できるよう

になる 最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

第

18

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

多職種との連携の必要性について理解することができる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

各コマに

おける

授業予定

自立に向けた入浴・清潔の介護「清潔保持の意味」

第

17

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

利用者を主体とした安心・安全・安楽な入浴を可能にする準備につい

て学ぶことができる 最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習各コマに

おける

授業予定

入浴・清潔保持の介護における多職種連携について

各コマに

おける

授業予定

自立に向けた入浴・清潔の介護「入浴の準備・方法」

第

20

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立した排泄介護について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

第

19

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立した排泄介護について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習各コマに

おける

授業予定

心身の状態・状況に応じた適切な排泄方法を学ぶ

各コマに

おける

授業予定

利用者に合った排泄の介護ができるよう、利用者を観察する視点を学

ぶ

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

授業の

方法
内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習

の具体的な内容



第

22

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立した排泄介護について理解できる

第

21

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立した排泄介護について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習各コマに

おける

授業予定

排泄の介護における多職種連携の必要性について学ぶ

各コマに

おける

授業予定

利用者の尊厳を遵守した排泄介護の留意点を学ぶ

第

24

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立に向けた休息・睡眠の介護について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

第

23

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立に向けた休息・睡眠の介護について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習各コマに

おける

授業予定

安眠を促すための基本的な支援方法を理解する

各コマに

おける

授業予定

休息・睡眠がどのような意味をもつか学ぶ

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

第

26

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

人生の最終段階の意義と介護の役割について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

第

25

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

休息・睡眠の介護における多職種連携の必要性が理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習各コマに

おける

授業予定

人生の最終段階の介護の考え方と介護福祉職の役割を学ぶ

各コマに

おける

授業予定

多職種連携の必要性について理解し、役割を学ぶ

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

第

28

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

人生の最終段階の意義と介護の役割について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

第

27

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

人生の最終段階の意義と介護の役割について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習各コマに

おける

授業予定

死をむかえる人の支法方法を学ぶ

各コマに

おける

授業予定

人生の最終段階における意思決定のあり方を学ぶ

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

第

30

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

自立に向けた介護のポイントが確認できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

第

29

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

人生の最終段階の意義と介護の役割について理解できる
最新　介護福祉士

養成講座７「生活

支援技術Ⅱ」

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習

国家試験対策問題集を解

く

各コマに

おける

授業予定

まとめと試験対策

各コマに

おける

授業予定

死をむかえた人とその家族への介護を学ぶ

関連科目の教科書熟読

専門用語の事前学習


